

































おいて  platelet-derived growth factor 
(PDGF) 受容体や epidermal growth factor 
(EGF)受容体が関与していること (J Natl 
Cancer Inst. 2003 95(6): 458-470, Clin 
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解析 
 不死化したヒト骨芽細胞(hFOB 1.19) と
骨転移巣から樹立されたヒト前立腺癌細胞
株 PC-3 を用い、それぞれの細胞を異なる蛍











mRNA を抽出し、cDNA マイクロアレイ 
(Affimetrix 社) を行った。遺伝子発現が３倍
以上異なるものを有意とした。アレイの結果





と同様の方法で PC-3 細胞と共培養を行った。 
培養終了後に得られた骨芽細胞のライセ
ートを用いて alkaline phosphatase (ALP) 
活性を測定した。 












種し、培地に RANKL (100ng/ml)と FABP4 

















ている FABP4 で 5.02 倍であった。抗
FABP4 抗体を用いてヌードマウス脛骨への
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